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国際化と日本人の文化的なアイデンティティ
小川エ'ﾉナ
本論文は、国際化と、日本人の文化的なアイデンティティと、二つのテーマを結ぶ。もっと正確
に言うと、文化的なアイデンティティの視点から国際化について述べる。最初に日本の社会、次に
日本人、最後に個人の文化的なアイデンティティを分析し、自分にも他人にも全体的かつ包括的な
見方を実証する。国際化という話題について、文化的なアイデンティティという視点からアドバイ
スをする。他の国との文化の違いに注目するよりも、日本の社会、日本人、そして個人をもっと知
り、もっと理解をする事を元に「多文化」を認め合える国際化が可能になる。日本社会の国際的な
面を明らかにした後、様々な日本人の文化的なアイデンティティの例を挙げる。そして、個人の文
化的なアイデンティティを理解するために、文化、又は文化的なアイデンティティ、のモデルを紹
介する。
keywords:国際化、文化的なアイデンティティ、日本人、多文化社会、アイデンティティのモデル
一 一一
の文化の「多文化」という言葉で考えると同時に、
国際化やアイデンティティの問題をもっと身近に
考えることで、その心配は解消されるであろう，
一人ひとりがもっと自分｢個人｣を知り、もっと「日
本人｣､そして「日本の社会」を知ることで､｢世界」
を身近に感じることができるのではないか。そし
て、「国際化」をもっと理解することができると
思う。
1．H本の社会
国際化や日本人のアイデンティティを理解する
には、「枇界」よりは、「日本の社会」を考えるこ
とから始めなければならない。ただし、それは世
界に対する日本よりも、世界の中にある日本であ
る｡H本VS外国や日本人VS外国人という発想
では物事がうまく行かない。なぜなら、世界には
様々な民族と文化グループが存在している。それ
ぞれのグループは他のグループと違う点や共通点
がある。例えば、ナイジェリア人やスイス人とは
違って、日本人は同じアジア人として、マレーシ
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多文化的なアイデンティティの理解は日本の国
際化のために必要である｡多文化アイデンティ
ティの研究の視点から見て、今の日本の国際化の
問題点は､他の国の文化との考え方が違いすぎる、
また違いが大すぎる、共通のものがなかなか見つ
けられないと心配していることである。ですが、
世界の文化というのは、つながりのない独立して
いる文化グループという「他文化｣(図l)よりも、
一つの大きな文化グループの中に含まれている複
数の文化グループの「多文化｣(図2）の方が現実
的であろう。
他の文化という意味の「他文化」よりも、多く
図1「他文化」のイメージ
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図2「多文化」のイメージ
ア人や中国人と共通点がある。地理的な事情や天
気の影響をうけた植物や食べ物の種類、または
DNAが原因で人びとの肌の色が似ているという
共通点は当然すぐに思い浮かぶ。だから日本人は
外国人とは思っているほど違っていないし、外国
人をみんな一緒と見るのは間違いである。
世界は広くて、いろいろな国がある。そして、
それぞれの国の中にも文化的なグループが存在し
ている。例えば、カナダという国ではフランス語
と英語、二つの国語で社会が成り立っている。筆
者の祖国であるニュージーランドでも、2011年の
2月に起こったクライストチャーチの大地震の時
の総理大臣の公式発表は英語、原住民のマオリ
語、そしてニュージーランド手話という三つの国
語で放送された。それぞれの国の中にあっても人
の国民としての文化的なアイデンティティは単純
ではない。日本人の国民としての文化的なアイデ
ンティティも実は複数存在している。
日本は国際社会でもある。現代の日本は世界と
のつながりの中でやっている。それは物の貿易だ
けではなく、人事の国際的な移動やチームワーク
まで広がっている。日本に来た文化のグループの
人々を最近の例で挙げるとブラジルなどから来た
二世人である。この人たちも日本の社会を動かし、
日本人というアイデンティティを持たなくても、
日本に住む市民として認めなければならない。同
じく、人生の大半を日本で過ごし、日本のために
働いている様々の国から来た外国人も日本の社会
の人々である。そして、近い将来には、高齢社会
の現状から日本が移民をもっと多く受け入れなけ
ればならないとケリー・ベッカーというノーベル
賞を受けた経済学者などが述べる(GaryBecker,
MyronScholes,&TsugioTajiri,2008)。経済的・
社会的な条件が似ている多くの国のように、日本
も移民を受け入れる計1曲iを進めていかなければな
らない現状となっている。
2.H本人
他方において、日本の社会は古来より多文化社
会である。世界の多くの国と同じように、日本人
は一つの文化グループではなく、様々の文化グ
ループが存在する。例えば、北海道に集中してい
るアイヌとしてアイデンティティを確立している
人々や背から差別をされてきた被差別部落民とし
て所属している人々も日本人である。では、在日
韓国人も日本人ですか。国籍は韓国になっていて
も、文化的視点から見た場合はどうでしょう。答
えは個人によって、違うと思う。例えば、在日韓
国人の中には日本で生まれ育ち、日本語しか話せ
なくて、日本から出た事もない、日本しか知らな
い人がいるcその人は「外国人だ！」と言われ
るのは意味のない排斥活動だと思う。在日韓国人
の研究をしてきたSooimLee(2012)も本人た
ちの文化的なアイデンテイテイを認めるべきだと
述べる。同じような事情をいえば、日本で生まれ
て、育ってきた、日本人としてのアイデンティ
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表1東大震災前・後の文化的なアイデンテイテイの変化「2011年7月の調査」
地方出身
男性／女性
日本人
国際人
日本語を話す人
英語を話す人
r--,~此----.,-ｮ'----,
伽■1年3剛旧以前：
0.04
-0.18
－0．39
0.19
－0．03
0.30
h1l隼琴蔚伯政降
－0．11
-0.12
－0．35
0.16
－0．07
026
表2東大震災前・後の文化的なアイデンテイテイの変化「2012年7月の調査」
--一興--坐◇､-1.-,--,-
2011年3月11日以前
地方出身 0.10
男性／女性 -0.17
日本人 －0．37
国際人 0.17
日本語を話す人 －0．04
英語を話す人 0.23
ティを持つ黒人や白人もいる。しかしながら､｢箸
使いが上手ですね」など外面のみ捉える事は、H
本人としてのアイデンティティを否定する事に
なる。文化的なアイデンテイテイは肌の色やパ
スポートの国籍で決まるものではない(Stephen
Murphy-Shigematsu,2012)。日本人にはいろい
ろな人がいる。
地方による文化的なアイデンティティが変わる
と考える。2011年の3月に起こった東日本大震災
の四ケ月後の夏に筆者が行われたアンケート調査
｢941人」の結果(ErinaOgawa,unpublished)に
よると、震災後に東洋大学の学生は地方意識が高
まっていた「表l」。下の表の数字が高いほど、
文化的なアイデンティティのランクが低いのに対
して、マイナスの数字の方がランクの高いもので
ある。したがって、表lの六つのアイデンティ
ティの中では、2011年3月11日以前の「日本人」
というアイデンティティが-0.39で一番強くて、
2011年3月11日以前の「英語を話す人」というア
イデンティティが0.30で一番弱い文化的なアイデ
ンティテイになる。この結果では、地方出身のア
イデンティティが低い0.04から高い－0．11まで高
まった事がわかる。
f蕊か津鮪獅白攻藤■リ ザ---1
-0.14
-0.10
-0.36
0.18
－0．06
0.25
2012年の夏にも同じ調査「1,002人」を行った
ところで、地方意識が東日本大震災前と比べて高
まっている様子がまた見えた(Ogawa,2013)「表
2」◎2011年と2012年のアンケート調査で見られ
た地方意識の高まりが一時的だったとは考えられ
るが、いくつかの文化的なアイデンティティの
ランキングの中で地方出身は決して低いランクで
はなかった事からは地方出身が文化的なアイデン
テイテイに影響をしていると思う。日本人は地方
ごとに区別されると言えるだろう。
2006年にH本で生まれた子供のうち、30人に
1人が外国人の親をもつという社会になってき
た(KyodoNews,2008)。そして、日本で生まれ
る子供の49人に1人が日本人と外国人の間で生
まれている(MegumiNishikura&LaraPerez
Takagi,2013)。筆者は2007年中にハーフの子供
のいる20家族の親にインタビューをした。この研
究からは、育てようとしている文化的なアイデン
ティティが家族によって違う事が分かった。場合
によっては兄弟の文化的なアイデンティティが
全く違うケースもある(Ogawa,2008)。その理
由は、家族の事情がそれぞれ違うから(Ogawa,
2009c)。例えば、主にアメリカで育てられ、アメ
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表3多文化的なアイデンティティを持つ大学生の文化的なアイデンティティ
Single 1つのメインのアイデンティティ Antonio,Toshio,Nobuyuki
Combined 二つの平等なアイデンティティ Tom
GIobal 世界の人間
Undecided 未定
リカ人としてのアイデンティティを強く持つ姉に
対して、主に日本で育ってきた弟は日本にルーツ
があるため、日本人としてのアイデンティティが
強いケースがある。
この研究結果から、日本で二つ以上の文化がア
イデンティティに影響している子供を持つ親が育
てようとしている文化的アイデンティティを大き
く三つに分けた。一つ目は、日本に住んでいるた
め、主には日本人として育ち、文化的なルーツを
しっかりと持たせる親(Single)である○二つ目
は、両親の文化的アイデンティティを平等に持た
せようとする親(Combined)である。例えば、
子供はアメリカ人でもあり、日本人でもあるとい
う親はこのタイプになる。三つ目は、一つ目のタ
イプと反対のように、子供にはあえてルーツを持
たせないようにする親(GIobal)である。この親
は-壯界の人として、世界中の人々は自分たちと同
じ人々だと子供に教える。
筆者が2008年7月に行った別の研究では、多文
化的なアイデンティティを持つ大学生に質問をし
た。全国語学教育学会バイリンガル研究支部のた
めのこの研究の結果(Ogawa,2009b)では、埼
玉県のある大学で7人の学生をインタビューした
ところ、3人は一つ目、1人が二つ目、2人が三
つ目の文化的アイデンティティを持つと答えた。
もう1人は自分の文化的アイデンティティについ
てまだ迷っているところであった「表3｣。この
研究の結果によっても、家族や個人の事情が文化
的アイデンティティに影響をしていると考えられ
る。文化的なアイデンティティの面からは、日本
人であることは、白と黒の問題ではない。
3．個人
国際化や日本人のアイデンティティを理解する
には、さらに「日本人」の一人である「個人」を
考える必要がある。ここでは文化的なアイデン
Dinnah、Enrique
Satomi
テイテイのモデル等を使って「個人」の多文化ア
イデンティティについてもっと理解するため、ア
イデンティティや文化のモデルを紹介する。
JamesPaulGee(2000)は社会的・文化的な
アイデンティティ・タイプを分かりやすく4つ
のタイプ「アイデンティティの見方」に分けた。
N-Identity(Nature)というのは生まれた時の条
件から与えられたアイデンティティである。たと
えば、性別のジェンダーアイデンティティの面か
らみると筆者は女性であり、女性としてのアイデ
ンティティを持つ。I-Identity(Institution)と
いうのは企業や機関から与えられたアイデンティ
ティである。筆者をまた例にすると、東洋大学が
筆者を大学講師として認めたことによって、講
師としてのアイデンティティを持つ。D-Identity
(Discursive)というのは他人とのコミュニケー
ションで成り立つアイデンティティである。例
えば、人とのコミュニケーションを通じて、筆
者が優しい人というアイデンティティを得る。
A-Identity(Affinity)というのはあるグループ
のメンバーとして活躍をすることによって、アイ
デンティティが発生する。ネット上のグループも
同じである。時には狭い範囲での共通点があっ
て、別の場では共通点がほぼ見つからない事もあ
る。筆者が参加している東日本大震災の研究者の
グループが一つの例になる。
上の説明で自分がさまざまの文化グループの
メンバーであることが分かる。さらに、文化に
は深度がある◎氷山の文化モデル(StellaTing-
Toomey&LeevaChung,2005;図3)などでは
表面的な文化や奥深い文化の違いが分る。まず、
表面的な文化(Surface-LevelCulture)はよく
見えるものであって、海外に行ったりすると服装
が違う、言葉が違うなど、分かりやすい文化の違
いを表せている。ですが、表面的な文化はほんの
一部であり、タイタニック号が当たった氷山と同
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（Ting-Tbomey＆Chung,2005,p､28）
図3チン・トーミー＆チャングの氷山
じように、実には隠れている部分の方が圧倒的に
多いのである。
このモデルでは、隠れている文化は三つのレベ
ルに分かれている。表面に一番近いのは中間文化
(Intermediate-LevelCulture)であり、「常識」
という言葉がよく当てはまると思う。常識は文化
によって（国によって）違うものであるため、当
然分かると思われている事が違う文化グループの
人にとっては当然分かる事ではないというケー
スが異文化コミュニケーションではよく問題を発
生させている。常識、すなわち裏の意味、普通で
行われている事などは文化グループによって違
う。中間レベルの次にあるのは深い文化(Deep
Culture)であるニこのレベルには伝統的な物な
ど中間レベルの常識など、そして表面的な行動な
どを動かしている価値観などが働いている。表面
的な文化と中間的な文化よりも自覚しにくいもの
である(JosephShaules,2007)。もし、自分の文
化について説明を頼まれたとしたら、表面レベル
の行動や中間レベルの常識についてよりも深い文
化の価値観を意識的に理解し、説明する方が難し
い。最後に、さらに深いレベルがある。共通的な
国際化と日本人の文化的なアイデンティティ
瓜
（Ogawa,2009a,p､29）
図4マルティカルチャルアイデンティティの氷山
人間のニーズ(UniversalHumanNeeds)は、文
化グループに関係なく、人間がだれでも持ってい
る文化である｡根本的な家族への愛､お世話になっ
た人への尊敬などである。この一番深いレベルに
なると、皆は同じである。ですが、深い文化、そ
して中間文化を通して、表面の文化レベルで表現
されるので、違う形にはなる。ですから、他の文
化グループの人は自分の文化グループの人とは全
く文化が違うと思いがちである。ですけど、国際
化や異文化瑚解をうまく行うには一番根元にある
人間のベースが同じことを忘れてはいけないと思
う。表現、行動、常識などが違っても、気持ちは
同じであると思えば、良い関係になれる。
上のチン・トーミーとチャングの氷山の例を参
考に、筆者が一人の人物の中のマルテイカルチャ
ルアイデンテイテイのモデル(Ogawa,2009a)
を考えた。このモデル（図4）は、一人の人物の
三つの文化を表している。この三つの文化は表面
レベルでは形が違う。左にある二つの文化は中間
レベルではほとんど共通しているが、右にあるの
は中間レベルがほとんど違う。深いレベルでは右
にある文化だけが違う。もちろん､ベースは同じ。
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例えを作ると、左にある二つの文化グループは同
じアジアにある日本と韓国で、右にあるのはヨー
ロッパにあるスウェーデンかもしれない。それと
も、左の二つはある大学生の大学の文化グループ
とパートの職場の文化グループであり、右は家庭
の文化グループかもしれない。
｜この氷山の例では、三つの文化グループに参加
をしている一人の人の文化的なアイデンティティ
を表している｡複数のグループのメンバーであり、
文化的なアイデンティテイは色々なところに所属
する。時間や場所や事情により、自分の文化的な
アイデンテイテイの主張を変える事ができる。文
化グループによっては参加しているところが違っ
て、アイデンティティにしているところも違う｡
それぞれの文化グループのメンバーであり、総合
的組み合わせから個人の文化的なアイデンティ
ティが出来上がってくる。一人一人の文化的なア
イデンティティが複雑であり、他の人とは同じで
はない。一人一人が、ユニークな文化的なアイデ
ンティティを持っている。
アマルティア・センという経済学者が「アイ
デンティティと暴力」という本を通して、世界
平和と進歩のために、世界の人々が全員、相手
も自分も多文化的なアイデンティティを持つ事
実を認めるように強く主張している(Amartya
Sen,2006)。経済分野でのノーベル賞を受けてい
る方である。TopeOmoniyi(2006)やTamara
Valentine(2009)も一人一人のアイデンティティ
が多文化的である事をもっと理解し、受け入れる
べきだと述べている。
結論：
他の国の文化との考え方が違いすぎる、また違
いが大すぎる、と考えるのではなく、他の国の人
は実は自分と同じように多文化を経験している人
として認める事で、共通点を見つけることができ
る。例えば違いすぎだと思っていた相手でも、自
分についての見方が変われば、相手を知ることが
できる。これは、人間はみんな同じ人間として尊
敬し合う、本当の国際化の方法であろう。
｜以上をまとめると、国際化や日本人のアイデン
テイテイを理解するには、「個人」が様々なアイ
デンテイテイを持つのと同じように、「日本人」
も様々な人々から構成され、それゆえ「日本の
社会」は十分に多文化社会だと気付くことが大切
であろう。自分は多文化的なアイデンティティを
持っていて、自分の中でも様々な違いが存在して
いるのと気づく事によって、他の人との違いが受
け入れやすくなる。そして、日本の社会や日本人
の多文化を認める事で、他の国との共通点が見つ
けやすくなる。最後に、他人の文化がいくら違っ
ても、人と人には必ず共通点がある事実に安心し
て、他の国の人とお互いの共通点を見つけ合うこ
とで、一人ひとりの日本人のアイデンティティを
生かした国際化が行われると筆者は信じる。
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